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共有社会経済経路とNature Futures Frameworkの比較
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Alexander et al. (2023) https://doi.org/10.1007/s11625-023-01415-z

Nature Futures Framework共有社会経済経路

SSPが物質的な生態系サービス
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共有社会経済経路（SSP)シナリオ

• これまで：CMIP6実験 for IPCC AR6 (2021)

–生物多様性や自然の変化は、気候変動や
土地利用変化の影響として間接的に考慮さ
れることが多く、変化の要因として明示的に
組み込まれていない

–SSP1「持続可能性」：環境政策が強化され
ることで、土地利用転換（森林破壊など）が
大幅に削減されるシナリオ（1-1.9、1-2.6）

• これから：CMIP7実験 for IPCC AR7 （2029）
–生物多様性:非常に低い温室効果ガス排出
量の将来予測シナリオ(VLLO)では考慮すべ
き項目、森林再生・植林、二酸化炭素除去

https://doi.org/10.5194/egusphere-2024-3765
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